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一
皮錫瑞（一八五〇～一九〇八）の『経学歴史』には、 「経学」は孔
子が『易』 『書』 『詩』 『礼』 『春秋』 『楽』の六つの典籍（ 「六経」 ）を編纂することから始まると論じてい
る（一）
。 『経学歴史』にはまた、 「六
経」は漢代では孔子が漢の為に制作した経典とされて、武帝より以降は経典に通じることを官吏登用の条件と 為、当時の公卿・大夫・士・吏は皆一つ以上の経典をよく理解していたと言い、それ以降、 「経」は君主の治国に、士大夫の修身に資するものとして万世の教科書となっていたと言
う（二）
。
「六経」の中の『楽』は散逸して後世に伝わらず、現在のいう「経学」は実際、 孔子が編纂したと言われている『易』 『書』 『詩』 『礼』 『春秋』の五つの古典（ 「五経」 ）を研究 学問であり、 漢代以降、 「五経」を研究する学問が中国哲学の主要な学問領域となっているのである。朱子の『周易本義』は『易』を解釈する書物であるが、 『易』の研究書でもあって、朱子の「経学」の一部分を為 ていること 、もはや贅言を要しないであろう。
朱子哲学が宋代以降の中国思想及び周辺諸国の思想形成に与えた影
響の大きさにより、朱子哲学は中国哲学の研究において宋代以降のどの時代でも重要な研究対象となっているのであるが、しかしそれに比べて朱子の経学に関する研究は比較的に疎かであって研究成果も比較的に乏しく、特に朱子哲学と朱子の経学との関係につい の詳細な論考は頗る少な 朱子の『易』学と朱子哲 研究も例外ではないと思われ
る（三）
。
本稿では、朱子の『周易本義』に焦点を当てて、朱子の『易』学と
朱子哲学との関係を明らかにすることを試み
る（四）
。
　　　
二
周知の通り、朱子学が「理学」とも称されるが如く、 「理」は朱子
哲学の中核的な概念であ
る（五）
。朱子の『大学或問』には、 「謂はゆる知
を致すは物に格る在りとは、吾れの知を致さんと欲すれば，物に即きて其の理を窮むるに在るを言うなり
。（六）」
とあり、 「致知」 「格物」を「即
物窮理」と解釈し、そこで「窮理」は朱子哲学においては中心的な内容となっ いるのである。 「窮理」の内容として、朱子 「読書窮理」
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と「格物窮理」を挙げていて、 これがその「学」の内容を構成している。『語類』には、 「読書は既に第二義である。そもそも人の生きる道理は最初から完全に（人間に）備わっているものであるが、読書しなければならないのは、思うに、まだ経験・体験が多くない為である。聖人は経験が豊かで多くのことを見てきたので、そこで冊に書いて人に伝えたのである。いま読書するのは た 多くの道理を知ろうとするだけのことである。理解し得ると、 それらの道理は）また皆自身に最初からもともと ものであり、外から徐々 加えて来 得はない（というこ が分かるようになるのである）
。（七）」
とあり、朱子の
いう「読書窮理」は即ち、読書を通 て 物 記録されている聖人自身の体験や経験を知り、そ 聖人の体験や経験に基づいて人 生きる道理を理解すると うも である。これは恐らく「経学」 つい の朱子の最も基本的な観念であろ 。「五経」は聖人が自身の体験や経験を記録したものである。これは朱子の「五経」についての基本的な認識 思われ 『孟子』尽心上「夫れ君子の過ぐる所は化す」に対して朱子は、
「 「過ぐる所は化す」は、ただ自身が経験したことであり、例えば、舜が歴山で畑を耕すこと、川 畔で陶器を作ったり漁をし りす ことはそれである
。（八）」
と説明している。 『易経』 に対しても同様な認識を持って る 『易』繋辞下の 「於其の類を稽うるに、其れ衰世の意か」 につ て、「 「其れ衰世の意か」は、伏羲が卦を書く時に このようなことが既に
現れたのだが、ただまだ経験したことがないだけである。文王の時になると、世 情勢が悪く、古になかった事 皆起こってきて、彼は一つ一つのその困苦な、予測不可能な世事を経験してきたのだから こんな卦辞を書いたのである。例えば、 （ 「明夷」 卦の） 「箕子の明夷 （やぶ）る」 （六五の爻辞）とか、 「左腹に入り、明夷の心を獲 、於き 門庭を出づ 四 。これは経験したことでなければ どうして書けるのだろうか
。（九）」
と述べてい 。
だが、 『易』はもともと道理を論じる書ではなく、占いの書である、
というのが朱子の 『易』 に対する最も基本的な見方である。 『語類』 には、「 『易』もともと占い（卜筮）の書であり、その後の人々は占うに用いるにとどまっている。王弼が老荘 学を用いて解釈するようになってからは、その後の人々は理を説く書だとしか思わないようになって 占いの書としないのだ。また誤りである。 」「いまの学ぶ者は、 はもともと占いの為に書かれた書物だと言うのを避けて、必ず理 （義理） を説く為に かれた書物だと言う だ。もし本当に理を説く為であれば書く時は、どうし 直接に一篇の文章書いて、 『大学』 や 『中庸』 ように いて人を諭すこ をしなで、どう ても八卦 描かなければならな のだろ か
。（十）」
とあるような叙述が多く見受け れるのであり、 『易』 はもとも 、 『大学』 や 『中庸』 のような 「理」 を論じる書物ではない は繰り返 強調しているの ある。また、古代では 『易』 は占い 書として用いられ
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ていたのであるが、「重大な事を決める時はそのように慎まざるを得ないのだ。例えば、都を他所へ移しかえるとか 君主を立てるとかのようなことは、そのようにせざるを得ないのだ。もしその他の小さい事ならば、占いの結果を受ける、ただそれだけ 。 かし聖人は、道理を明らかに見定めた後は、いつも占いを必要としないのだ
。
（十一）
」
とあるように、聖人は、あくまでも理に適うかどうかを見極めてか決断を下すのであって、何事も占 決め うことはない も述べている。 『易』 本来 占いの書 あって理を説く書ではないが、「 『易』はつまり占いの書で、古代では太史や太卜に保管されていて、吉凶を占うのに使うもので、また書 文字 ほど多く っただ。孔子がはじめ 敷衍して 「文言」 「雑卦」 、 「彖」 「象」 の類を書いて、そこで理が説かれていたので
。
（十二）
」
ともある。孔子が書いた 「十翼」 は理を説くものであり、この部分が朱子哲学の形成に影響を与え であろうと考えられるのであ 。だが、「繋辞伝を読むにはまず 『易』 を読む必要がある。 」「いまの人々は卦辞と爻辞を読まずに繋辞伝を読む。これは刑統を読まずに刑統の序列を読むようなもので、どうして理解できるのだろうか
。
（十三）
」
とも言っている。孔子の 「繋辞伝」 を理解しよ と思えば、まず卦辞と爻辞を理解しなければならないのだ。
読書を通して書物に記録されている聖人自身の体験や経験を知り、
その聖人の体験や経験に基づいて人の生きる道理を理解する、という「読書窮理」の理論によって言えば、 『易』の卦辞や爻辞には文王と周公の自身の体験や経験が記されており、その体験や経験から何らかの人の生きる道理を得ること できるはずであり、それらの が朱子哲学の形成に何らか 影響を与えたかもしれな 、とも考えられる。『周易本義』の「周易上経第一」の冒頭の一節に「経は則ち伏羲の畫、文王・周公の辞なり。孔子作す所の伝十篇を幷せて、凡 十二篇。 」 （本稿の注の四）とあり、伏羲の画いた卦、文王・周公の書いた卦辞 爻辞の部分は経で、孔子が書いた部分は伝（つまり、彖伝上・下 象伝上・下、繋辞伝上 下、文言伝、説卦伝、序卦伝、雑卦伝の十篇、 「十翼」と言う）と見なされている。また、 『語類』には、
「思うに、最初伏羲が卦を画いた時は、ただ陽を吉とし、陰を凶としただけで、字を書かなかった。私は断定することはできないが、このように思っている。後に文王がそ 卦を見て意味が分か なくて 彖辞を書い のであり、もし したら占っていた時に爻の意味が分からなくて、周公が爻辞を書いたのであり、また意味が分から くて、孔子が 「十翼」 を書いたのであり、皆最初 意味を解釈するも である。 」「だから、易を学ぶ者は易の内容を分けて読むことが肝要である。伏羲の易は、当然伏羲の易として読み 当時一つ 言葉もないものであり、文王の易は 文王 、周公の易は当然周公の易として、孔子の易は当然孔 の易として読むのである。強引に包めて一つ内容として読もうとして いけ いのだ
。
（十四）
」
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とあり、伏羲の 「易」 （つまり卦） 、文王の 「易」 （つまり卦辞） 、周公の「易」 （つまり爻辞） 、孔子の 「易」 （つまり 「十翼」 ） 、のように更に細分されている。また、 『周易本義』の乾卦の卦辞に対する朱子の解釈には「六畫は、伏羲の画する所の卦なり。 」 とあるが、 『語類』 には 「文王が卦を重ねる。 」と繰り返し論じてい
る（十五）
。そこで、八卦を重ねて六十四卦を
描いたのは伏羲なのか、それとも文王なのか、という問題が生じるのである。『易』の読み方について、朱子はこのように述べている。
「 『易』を読むことについては、まず私の『周易本義』を読み、次に程伊川の 『周易程氏伝』 読んで、相参考する。他の 易』 の解説書を読む前に、まず私の 『周易本義』 を読むのであれば、 『易』 を理解しやすいのだ。思う 他説に乱されることがないからだ。 」「お尋ねした。 「伏羲が最初に八卦を画いたが、その六十四卦は、文王が後に八卦を重ねて作ったもの すか、それとも伏羲自身が画いのですか。先天図を見ると、八卦があれば六十四卦がある で 伏羲が既にそのように画いたようですが、如何でしょうか。 」先生はおっしゃった。 「 『周礼』に うには、三つの易経の卦は皆八で、その別 皆六十四だから、 （六十四卦は）文王が八卦を重ねて作っ もの は いと思う。 」またお尋ねした。 「すると、六十四 名は伏羲の時に ともとあったものですか れとも文王が付けたものですか。 」先生はおっしゃった。 「それは考証しようがないのだ。 」 」「いまの人々が『易』を読む時は、内容を三分して読むべきである。伏
羲が手をかけた部分は当然伏羲の 「易」 であり、文王が手をかけた部分は当然文王の 「易」 であり、孔子が手をかけた部分は当然孔子の 「易」 である。伏 の 「易」 を読む時は 彖、象、文言の多くの論述に影響されなければ、その伏羲 の本来の意味を理解し得るのであり、ただの占いとして用いる だ。伏羲が八卦を画いたように、文字などなくて、ただ八つの卦に 「象」 があると言うだけで、 「乾」 は 「乾」 の象がある、これだけだ。その概ね 陰陽・剛柔・吉凶・消長の理にほかならない。またその理を人々に伝え も た ただ、占ってこ 卦を得たらこのようなものは吉、あ 卦を得たらこのようなものは凶、ということを人々に知ってほしかっただけである。いま 人々は 「乾」 「坤」 の象をまだ理解していないのに 先に 「乾」 、 「坤」 の理を説く。だからそれらの説は皆情理 合わ 文王・周公が六十四卦に分けて、 「乾は、元いに亨りて貞しきに利ろし」 、 「坤は、元 に亨る 牝馬の貞に利ろし」 の文字を加えたことで、とっくに伏羲の 「易」 意味ではなく、既に文王・周公が自分なりの道理を説い いるのだ。 かし人々 占いについて言うのであれば、例 ば占って乾卦を得れば、ただ「大いに亨りて正しきに利ろし」ということになるのである。孔子が『易』手をかけて、彖伝、象伝 文言伝 書いて、 「元亨利貞」 を 「乾」 の四つの徳とし、また文王の 「易」 はないの 。孔子が手をか た部分は全部道理を説くものである
。
（十六）
」
この三節が朱子の『易』の読み方を最も明確に示している 思 る。以下では、こ 教示に従って 『 易本義』 の内容を、伏羲 「易」
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つまり六十四卦の 「象」 、文王と周公の 「易」 つまり卦辞と爻辞、孔子の「易」 つまり 「十翼」 、という三つの内容に分けて順次にそれぞれ考察することにする。
　　　
三
伏羲の「易」はつまり六十四卦であるが、実際、六十四卦の「象」
を示すものである。「 『易』はただ象を説くだけである。最初は後人がそれに積み重ねて加えた多くの道理がなかったのだ。…。但し聖人が象を説けば、理がその中に備わっているのだ
。
（十七）
」
と言うように、 『易』 は本来、 「象」 を説く書物であって、道理を論じる書ではないが、その 「象」 に道理が備わっているのである。六十四卦は、八卦を重ねた形のものであり、六十四卦の 理解 にはまず八卦の 「象」 をそれぞれ見る必要がある。伏羲が画いた八卦 「象」 について、 『本義』 の 「周易上経第一」 には、「乾とは健なり、陽の性なり。…。故に三奇の卦は、之れを名づけて乾と曰ひ、而して之れ 天に擬す。…。故に乾の名 天の象なること、皆易わらず。 」「坤とは順なり、陰の性 。…。此の卦の三畫は皆耦、故に坤と名づけて地に象る。之れを重ね 又た坤を得れば、則ち是れ陰の純にして、順の至りなり、故に其の名と象とは皆易わらざるなり。
「震は、一陽、二陰の下に動く。故に其の徳は動と為し、其の象は雷と為す。坎は、一陽、二陰の間に陥る。故に其の徳は陥と為し、険と為し、其の象は雲と為し 雨と為し、水と為す。 」「艮は、亦た三畫卦の名、一陽、二陰の上に止まり、故に其の徳は止まると為し、其の象は山と為す。 」「巽は、亦た三畫卦の名なり。 陰 陽 伏し、巽うと為し、入ると為し、其の象 風と為し、木と為す。 」「兌は、亦た三畫卦の名 一陰、二陽 上に見れ 故に其の徳を説ぶと為し、其の象を沢と為す。 」「離は亦た三畫卦の名、 一陰、 二陽 閒に麗く。故に其の徳は麗と為し、文明と為し、其の象は火と為し、日 電と為す
。
（十八）
」
とある。 「乾」 「坤」 「震」 「坎」 「艮」 「巽」 「兌」 「離」 八卦は、 「象」はそれぞれ、 天 地」 「雷」 「雲・雨・水」 「山」 「風・ 」 「沢」 「火・日・電」 とされ、 「性」 または 「徳」 はそれぞれ 「健」 順 動 「陥・険」 「止」 「従」「悦」 「麗・文明」とされている。 「但し聖人は象を説けば、理がその中に備わるのだ」 （前述） いう朱子 考えによれば その 「徳 または 性が即ち、各卦 「象」 に備わっている道理と考えら のである。
六十四卦はその八卦の重ねた形のものであり、それらの「象」は八
卦の二つの「象」が重なって構成さ たものである。それぞれの卦の卦辞に対する朱子の注に卦名と卦辞についての解釈が含まれているが、どの部分が卦名を解くもの、どの部分が卦辞を解くもの こ については明示していない。だが、 『本義』の「周易彖上伝第一」 周
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易彖下伝第二」には、彖伝の文に対する朱子の注に「二体の象を以て卦辞を釈く」 、 「卦の象、卦 徳を以て卦の名義を釈く」 、 「卦の体を以て卦辞を釈く」 、 「卦の変 卦の徳を以て卦の名義を釈く」な
ど（十九）
という
形で、 名 解 ものまたは 辞を解くもの はっきり示している部分である。そこで、 「卦の象、 徳 以て卦 名を釈く」のような注を付けたその彖伝の文と「周易上経第一」と「周易下経第二 卦辞に対する朱子の注とを照合すれば、卦辞 注の中からその彖伝 文に当たる部分を確定することができる。
例えば、屯卦の場合、彖伝には「険中に動く。大いに亨りて貞し」
とあり、この文 は「二体の徳を以て 辞を釈く。動とは、震の為すなり。険とは、坎 地なり」 あ この彖伝 「険中に動く」という文と『本義』の屯卦 卦辞に対する朱子の注とを照合すれば、卦辞の注の中 「震の動 下に在り、坎の険は上に在り是れ能く険の中に動くなり」 いう が「険中に動く に当たるということが分かる。故に、卦辞の注の中 「震の動は下に在り 坎の険は上に在り、是 能く険の中に動く 」という文は「徳」 もって屯卦の卦辞を解釈 るものと確定できるのであ 。 「震の動は下在り、坎の険は上に在り、是れ能 険の中に動くなり」は屯卦の「徳」であれば これ 即ち、屯卦の「象」 備わっている道理 見てよいと思
う（二十）
。
六十四卦の卦辞に対する朱子の注には、卦辞に対する注もあれば、
卦名に対する注もある。卦辞 文王の「易」であるが 卦名は、伏羲
の時に既に存在していたものなのか、文王が付けたものなのか、これについて朱子は「考証しようがない」 （前出）と答え 。卦辞に対する朱子の注は文王の 易」について 解釈であれば、 実際、 伏羲の「易」を理解しようとすれば、卦名につ ての朱子 解釈を見るほかに方法がないのである。 「象」に道理が備わっ いるという観点によれば、朱子のいう「徳を以て卦名を釈く」と「徳を以て卦名義を釈く」の「徳」がつまり伏羲の 易」 に含ま ている道理と見ることができる。だから「周易上経第一」 （三十卦）と「周易下経第二」 （三十四卦）の卦辞に対する朱子の注から「徳」をもって卦名を解釈する部分を取り出してその内容を見れば、伏羲の「易」に含まれ いる に対する朱子理解を知ることが可能であろう。「周易彖上伝第一」と「周易彖下伝第二」の中の「徳を以て卦名を釈く」または「徳を以て卦名義を釈く」という注を付けている の、 「周易上経第一」と「周易下経第二」 中のそれら 卦の卦辞に対す 朱子の注からは、 「徳」に当たるものとして以下の諸節が挙げられる。「周易上経第一」には、
「内険にして外止まるは、蒙の意なり。故に其の名を蒙と為す。 」「需は、待つなり。乾を以て坎に遇ひ、乾は健にして坎は険、剛を以て険に遇ひ、而して遽に進みて以て険に陥らざるは、待 の義なり「又た内は険にして外は健と為し、又た己は険にして彼は健と為し、皆訟の道なり。 」「又た坤を以て震に遇い 順を為すに動 す。故に其の卦を豫と
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為す。 」「二体を以て之を言えば、 此れ動きて彼れ説ぶと為し、 亦た随の義なり。故に随と「下は卑しく巽ひて上は苟も止まる。故に其の卦を蠱と為す。 」「又た内 順ひ外も巽ひ 、九五は中正を以て天下に示す。観 す所以なり。 」「又た内は乾の剛健、外は艮の篤實輝光なるを以て、是を以 能く日に其の徳を新たにすれば、畜むることの大いなりと為すなり
。
（二十一）
」
とあり、 「周易下経第二 は、「巽は順ひ震は動く。巽ひて動くと為す。二体六爻 、陰陽相応ず。四つの者は皆理の常なり。故 恒と為す。 」「険に居りて能く動けば、則ち険の外に出づ。解の象なり。 」「卦為るや上卦の初畫の陽を損らして、下卦の初畫の陰に益す。上卦より下卦の下に下る。故に益と為す。 」「又た沢は地に上とな 、万物萃聚の象と為す。故 萃と為す。 」「豊とは、大いなり。明を以 動き、盛大の勢いなり。 」「又た下は説以て上に応じ、 は 以て下に順ひ、亦孚 義と為す
。
（二十二）
」
とある。 「険」 、 「止」 、 「健」 、 「順」 、 「説」 、 「動」 「明」 は八卦の 「徳」 であるが、 「而して遽に進みて以て険に陥らざるは、待つの義なり」 、 「己は険にして彼は健と為し、皆訟の道なり」 、 「是を以て能く日に其の徳を新たにすれば 畜むることの大いなりと為すなり」 、 「険 外に出づ。解の象なり」のような叙述は、朱子の卦名についての解釈であるが
それらの解釈から伏羲の 「易」 に含まれている道理に対する朱子の理解を窺い知ることができよう。
　　　
四
卦辞と爻辞は文王の「易」とされているが、 「象とは、卦の上下両
象、及び両象の六爻、周公の繋ける所の辞なり。 」 、 「爻（つまり「初九」とか「六三」など）の下の文、例えば「潜龍用うる勿かれ」は、つまり周公が書いた文で、一つの爻の吉凶を判断するものである
（二十三）
」とも
あり、卦辞は文王の「易」で、爻辞は周公 「易」だと分けることもできる。
彖伝の文に「卦の徳を以て を釈く」という注を付けている卦の
その「周易上経第一」 「周易下経第二」 中 それら 卦 卦辞に対する朱子の注から彖伝の文に当たるものを挙げると、以下 通りである。「周易上経第一」には、
「兌を以て乾に遇ひ、和説して以て剛強の後を躡み、虎の尾を履んで傷つけられずの象有り。 」「卦為るや、内は文明 して外は剛健、六二は中正にして応有れば、則ち君子の道なり。 」「乾は健やか、離は明らか、尊きに居りて天に応じ、亨るの道有り。 」「又た坤を以て震に遇ひ 順ひ以て動くと為す。故に其の卦を豫と為
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す。 」「又た内は坤にして外は艮、時に順ひて止まるの象有り。故に占ひて之を得る者は、以て往く所有る可からざるなり。 」「又た内は震にして外は坤、陽 下に動きて順ひを以て上り行くの象有り。故に其の占も又た己の出入は、 既に疾无きを得、 朋類の来りても、亦た咎无きを得ると為「内は巽ひ外は説び、行く可きの道有り 故に往く所有るに利ろしくして、亨るを得るなり
。
（二十四）
」
とあり、 「周易下経第二」 には、「又た艮止まるは則ち感の專、兌説ぶは則ち応の至りなり。 」「蓋し其の卦為るや、上は離にして下は坤、日の地上に出るの象、順ひて大明に麗くの徳有り。 」「然るに卦德を以て之を言わば、内説びて外明るし。 」「坎は険しく兌は説び、険しきに處りて ぶ。是れ身 困しむと雖も、而して道は則ち亨るなり。 」「又た其の内に文明の德有りて 外に和説の気有り、故に其の占 更革する所有り、皆大いに りて其の正しきを得て、革む 所皆当たりて、 む の悔亡ぶなりと為す。 」「艮は止まりて離は明に麗く。故 其の占は以て小しく亨る可くして能く其の旅の正しきを守れば則ち吉なり
。
（二十五）
」
とある。これら 注は文王 「易」 に対す 朱子 解釈であ 、中の 「和説して以て剛強 後を躡み」 、 尊きに居りて天に応じ、 亨るの道有り」 、
「時に順ひて止まるの象有り」 、 「陽は下に動きて順ひを以て上り行くの象有り」 、 「内は巽ひ外は説び、行く可きの道有り」 、 「日の地上に出るの象、順ひて大明に麗くの徳有り」 、 「是れ身は困しむと雖も、而して道は則ち亨るなり」 、 「又た其の内に文明の德有りて、外に和説の気有り」といった部分からは 朱子の文王の「易」への理解を窺いうるのである。
爻辞は周公の 「易」 であり、 爻辞に対する朱子の注からは、 周公の 「易」
についての朱子の理解を知ることができるのである。 『語類』には、「 『漢書』 には 「易は隠に本づきて以て顕に之き、春秋は見を推して隠に至る。易と春秋は、天と人の なり」とある。易は形而上なるものをもって、形而下なるも におい 説き明かすのであるが 春秋は形而下なるものをもって、形而上な も を説いていくの あ 。 」「必ず様々な人において理解するのだ。例えば、六十四卦は、必ず六十四の人におい 理解するのであり、三百八十四爻は、また三百八十四の人における小さい事において理解するのだ。 『易』に言うことは皆仮説であり、必ずこのような事が るとは限らない 仮にこのように言えば、こ ようであり 仮にあ ように言えば、あのようである。 のような事が るとか、人がこのような地位 居るとかと言えば、そのように当てて理解すべきであ
。
（二十六）
」
とあり、この二節は卦辞と爻辞を理解する方法を示している。 「形而上なるものをもって、形而下なるものにおいて説き明かす」とはつまり、まず道理を知って、それからその道 当てはま 具体的 に
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おいてその道理を明確に説くことができるということであり、だから、爻辞に含まれている道理を知るには、三百八十四の人の、そのそれぞれの事情や地位のような細々な事においてそれに当てはめた道理を理解するという方法を取る必要があ
る
（二十七）
。また、
「卦の六つの爻辞は必ずしも君主のことについて述べるものではない。例えば 「潜龍用うる勿かれ」 場合、もし庶人が の爻を得れば、当然「用いない」 べきであり、君主がこの爻を得れば、君主も 「退避する」 べきである。 「見龍田に在り」の場合、もし庶人がこの爻を得れば、庶人も事に使うことができる。 「大人を見るに利ろし」の場合、いま 人々の言う 「貴人に訪ねるといい」 よ なことである。 『易』 は特定 事や人に限定するものではない
。
（二十八）
」
ともあり、爻辞は、特定の人または事について説かれたも のように見えるが、そ 葉に含まれている道理はほか 人または事 適用できるもので って、決して限 的 もので ない。これが故に、 『本義』に説かれている道理は現在の社会にお ても活用できるのであって、 『本義』は現代人も読むべき書物と思われ ある。以下では、幾つかの実例を挙げて検討することにする。
蒙卦の九二爻辞の注には、 「九二は陽剛を以て内卦の主と為り、群
陰を統治し、蒙を発くの任に当たるな 。然れど 治む 所既に広く、物の性は斉しからず 一概に必を取 可からず。而 て爻の德は剛にして過ぎず、能く包容する所有る 象と為す
。
（二十九）
」とある。ここでは、
九二は「蒙を発くの任に当たる」の あり、つまり教育者 当たる
である。 「物の性は斉しからず、一概に必を取る可からず」ということで、教育者は「德は剛にして過ぎず、能く包容す 所有る」でなければならない、ということである。
師卦の初九爻辞の注には、 「卦の初めに在り、師の始めて出づると
為す。師の道は、当に其の始めを謹むべく、律を以てすれば則ち吉にして、臧からざれば則ち凶。占者を戒むる 、当に始めを謹みて法を守るべし と
。
（三十）
」とある。出兵する際、 その最初を謹まなければならず、
「律」 （つまり法）を設けて厳格に守らなければならないのである。ただ軍事だけではなく、一般 人が何かの事業を起 す時も「始め 謹みて法を守るべし」 、というように理解することもでき のである。
比卦の九五爻辞の注には、 「一陽尊きに居り、剛健 して中正、卦
の群陰皆来たりて己に比 む。其の比を顯らかにして私无し。天子囲を合わさざるが如く、一面の網を開き 来たる者 拒まず 去る者は追わず
。
（三十一）
」とある。これは君主が人々からの親輔（親しみ助けること）
に対して公平に扱うことを言うものである 現在でも使われている成語に「網開一面」と「来者不拒」があります。 「網開 面」はここのいう「一面の網を開き」と意味 異なるが、 「来者不拒」はここのいう「来たる者は拒まず」と意味が全く同じであ 。
謙卦の九三爻辞の注には、 「卦の唯一陽にして、下 上 居り、剛
にして正を得て、上下の帰する所なり。功労有りて能く謙り、尤も人の難くする所なり。故に終わり有りて吉なり
。
（三十二）
」とある。これは爻辞
の 「有終」 の解釈として述べたものである。その 「 終」 という語は 有
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終の美を飾る」という形で現代日本語にも使わているのである。
睽卦の初九爻辞の注には、 「然れども亦た必ず悪人を見て、然る後
に以て咎を辟く可し。孔子の陽貨に於るが如し
。
（三十三）
」とある。 「孔子の陽
貨に於る」は『論語』陽貨篇に見える故事であ
り
（三十四）
、陽貨は季孫氏（魯
国の公族）の家臣であるが、家主を抑 て魯国の実権を握った人物である。 『語類』には、 「陽貨は悪人だから、本来は会ってはいけないが、孔子は陽貨に会った で、屈服したようだが、実際、孔子は陽貨 会いに行ったのが理に適っているも であって、屈服したことではない。孔子は陽貨と話しをした時に、ただ一、 二語で答えて 語気が温和で乱れがな 。聖人でなければ絶対そ ような対応 きない だ
。
（三十五）
」
とあり、この文を見れば、 「然れども亦た必ず悪人 見 然る後に以て咎を辟く可し」という注 意味が分か のであろう。これは朱子が具体的な事例をもって爻辞を解釈するものとし の実例 る
中孚卦の上九爻辞の注は、 「信の極みに居りて変ずるを知らず、其
の貞しきを得ると雖も、亦た凶の道なり。故に其の象・占此の如し。鶏を翰音と曰ひ、 乃ち巽の象なり。巽の極みに居り、 天 登らんと為す。鶏は天 登る物に非ずし 天に登らんと欲し、信ず 所 非ざるを信じて変ずる 知らざること、 亦た猶お是く ごとし
。
（三十六）
」である。ここで、
朱子は、 「信ずる所に非ざるを信じて変ずるを知らざる」ことの害を示唆したのである。
周公の「易」は『周易』の内容の大部分を占めており、上述の如く、
周公の「易」に対する朱子の注には、現在の人間社会生活にお ても
活用できる「理」 （つまり道理）が多く含まれていることは明確であろう。
　　　
五
『易』は固より卜筮の為に書かれたものであって道理を説く書物ではないが、 「 『易』を読む人は道理を 解しないで、このようなことだけを理解しようとすることは、 『詩』を読む人は四字句の押韻 詩句を理解しないで、十五国風の順序を理解しようとするようなものである。
（三十七）
」とあるように、 『易』を読む人は『易』に含まれている道理を理
解す ことを目的とすべきとされているのである。また、 「孔子が手をかけた部分は全部道 を説くものである」 （前述）とも言っている。孔子が手をかけた部分は孔子の「易」であり、つまり「十翼」とも称される『本義』の中の「周易彖伝上伝第一」 「周 彖伝下伝第二」 周易象伝上伝第三」 「周易象伝下伝第四」 「周易繋辞上伝第五」 「周易繋辞下伝第六」 「周易文言伝第七」 「周易説卦伝第八」 「周易序卦 九「周易雑卦伝第十」の部分である。 「十翼」は全部道理を説くものと言うよりも実際、道理を説く部分は主に「周易繋辞上伝第五 周繋辞下伝第六」である。
しかし、当時では、欧陽修の『易童子問』に「童子問ひて曰く、繋
辞は聖人の作に非らざるか と 曰く、何ぞ独り繋辞のみならん。文言・説卦よりして 、皆聖人の作に非らずして衆説淆乱す。亦た一人
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の言に非らざるなり
。
（三十八）
」とあり、 欧陽修（一○○七～一○七二）は、 『易』
の「繫辞伝」は孔子が手をかけたものとは認めていなかったのである。これに対して朱子は、 「欧公は えって繫辞伝は孔子の作ではないと言う。 「書は信を尽くさず、言は意を尽くさず」 誤りとする。思うに彼は「象を立てて以て意を尽くす」の一語を理解していないのだ。これはその言は意を尽くさないが故に、象を立ててそこで意を尽くのだ
。
（三十九）
」と反論している。また、繋辞伝は孔子の作と認めない理由と
して、 繋辞伝の伝文に「子曰く」の語があり 孔子は自分の とを「子曰く」と言うはずがないということを挙げていることもあるが、これについて朱子は、 「十翼は皆夫子の作る所。自ら子曰の字を著く応からず。疑うらくは皆後人の加うる所ならん
。
（四十）
」と説明している。では、
朱子は繋辞伝の内容を如何に理解していた か。これ つ て詳しく検討してみよう。「周易繋辞上伝第五」に例の有名な「一陰一陽之を道と謂ふ」と「是の故に易に太極有り。是れ両儀を生ず」の二句があり、こ 二句に対して朱子は「陰陽迭いに運ぶ者は、気なり。其 理は則ち謂ふ所の道なり」と「一每に二を生ずるは、自然の理 易は、陰陽の変。太極は、其の理なり。両儀は、始め一画を為して以て陰陽を分かつ」と注釈してい
る
（四十一）
。つまり、陰陽は気であり、その陰陽の気に理があって、
一つの気が陰陽の二気となり、 の二気 互いに巡り流れて変化するもの（つまり易）であるが、そのように流動や変化をさせるもの理（つまり太極）である、ということである。だか 、 「太極」は、
一気または陰陽二気に内在する、陰陽の気を流動変化させる「理」であって、陰陽二気を生ずるものの、陰陽二気の質料としての気の部分を作り出したものではない。ここでは、 「太極」 「道」 「理」は実際、同義の概念である。また、繋辞伝の「之を継ぐ者は善なり。之を成す者は性なり」に対 て、「道は陰に具わりて陽に行わる。継ぐとは、 其の発を言ふなり。善とは、化育の功を謂ひ、陽の事なり。成すと 、其の具わる 言ふなり。性とは、物 受くる所を謂ふ。言ふこころ 物 れば則ち性有りて、各おの是の道を具ふ、と。陰
。
（四十二）
」
と解釈している。陰気に「道」 （つま 「理」 ）が備わり、 「動は陽の常。静は陰の
常
（四十三）
」 、陰気は動かないもので、陽気は常に動くものだから、
陰気に備わっている「理」は陽気の運動によって現れ 「 迭い 相推し盪き、陰或いは陽に変じ、陽或いは陰に化
す
（四十四）
」 「陰、陽を生じ、
陽、陰を生ず。其の変窮まり無
し
（四十五）
」というように、陰陽二気は互いに
推し動くものであり、 が陽に変化したり、陽が陰に変化した して、日月の運行や雨風の恵みや寒暑の交替 「此れ変化 象 成す者」 であり、男女を成す つまり人間の現れは 「此れ変化の形を成す
者
（四十六）
」 であり、
「天地は、陰陽形気の実体」 「象は日月星辰の属。形は山川動植の
属
（四十七）
」
であり、陰陽二気 変化が万物 人間を生成し そして万物や人間が陰陽に備わっている 「道」 を受け取り、その 「道」 がつまり万物や人間に備わっている 「性」 である。
陰陽二気の運動や変化が万物の生成をもたらしたが、その具体的な
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生成過程について、次の諸節を併せて見ればかなり詳細に知ることができる。「易の有る所は、陰陽のみ。凡て陽は皆乾、凡て陰は皆坤。 」「知は、猶お主るのごとし。乾は物を始むるを主り 坤 之を作成す。 」「乾は健にして動。即ち其の知る所、便ち能く物を始め 難き所无し。故に易を以て大始を知 と為す。坤は順にして静。凡そ其の能くする所は、皆陽に従ひて自ら作さず。故 簡を以て能く物を成すと為す。 」「陽の軽淸未だ形れずして、陰の重濁迹有り
。
（四十八）
」
とある。易 即ち陰陽であり、易の卦で言えば、陽は乾で、陰は坤である。乾は陽だから動くものであり、坤は陰だから動かないも であるが、乾は物の生成を始める働きをするも であり、坤は の働きに従って形体を持つ物を作り上げ る。また、陽は形を有しないもので り、陰 形を持つものである。易の中では 乾は天、坤は地とされている で、乾と坤の万物や人間 生成す 働きはつまり天と地の働きであり、天と地「蓋し天の形は地の外を包ぬと雖も、而して其の気は常に地の中に行わる。易の広大なる所以 者は此 以てな
り
（四十九）
。 」
というように、天の気は常に の中 巡 流れているのであり、これが易の広大さを示しているのである。
従って、 上述の内容をこのようにまとめることができる。つまり、 「易
というものは実際、陰陽そ も である。陰陽 気であり、その陰陽の気には「理」 （つまり「太極」 「道」 ）が備わっている。陰 は、最
初は一つの気であるが、一気はその内在する「理」に従って動静の運動を行い、そ 動静の運動によって陰気と陽気の二つの気になったのである。陽気と陰気は互いに推し動い 、陽が陰になったり陰が陽になったりして流動し変化し、陰気に「理」が備わって陽気がその「理」に従って働くのであるが、陽 が物の生成を始める働きをし、陰気はその陽気の働きに従って形を持つ物を作り上げる働きをする。そ陽二気 働きによって万物や人間が生成されたのである。易の中では、乾は であり天であり、坤は陰であり地である。恐らく、陰陽二 の働きが最初に形成した は天と地であろう。日月星辰が天を形成し、山川動植 地を形成し、また天と地 気が交わり流れて、そこ 日月が運行し、雨風が恵みをも らし 寒暑の交替つまり春夏秋冬の四季が移り変わり 万物や人間が生成成長をな 遂げ のである。陽気は形を有しないが、陰気 形を有する。恐らく、陰 は物 形や質料を構成し、陽気はその形や質料 持つ物の働きを構成するのであろう。陰陽二気の運動 万物や人間を形成したと同時に、万物や人間 陰陽二気に備わっている「理」を受け取り、その万物や人間が陰陽二 から受け取った「理」が即ち に内在 ている「性」である。 」ということである。これ 、 『易』の繋辞伝の朱子注 見える朱子の生成論である。
陰陽二気が巡り流れて互いに推し動いて変化して人間や万物を作り
上げたのであるが、「陰精陽気、聚めて物を成すは、神の申びるなり。魂游び魄降り、散
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じて変を為すは、鬼の帰すなり
。
（五十）
」
とあるように、実際 気が集まって凝固して物を形成することである。陰陽の気が集まれば物が形成し、陰陽の気が散じれば物が消滅する。陰陽の気が集まることを 「神の伸びる」 と言い、陰陽の気が散じることを 「鬼の帰す」 と言 。つまり 「鬼神 は陰陽二気の聚散であり、気の働き 意味する概念である、と理解できる。万物の生成成長は実際、陰陽の運動に過ぎない 。故に「易は陰陽のみ。幽明・死生・鬼神は、皆陰陽の変にして、天地の道なり
。
（五十一）
」 と朱子は言うのである。
上述の考察により、孔子の「易」と文王・周公の「易」とは随分異
なることが知られるのである。朱子は、孔子の「易」と文王の「易との違いを説明するに特に乾卦の卦辞の 「乾、 元亨利貞」 を挙げている。文王の「易」の「乾、元亨利貞」 ついては「元は、大いなり。亨は、通るなり。利は、宜しきなり。貞は、正しくして固きなり。文王以為えらく 乾道は大い 通りて正しきに至る、と
。
（五十二）
」
と解釈しているが、 「周易文言伝第七」 は、「元は、生物の始めなり。天地の徳は、此より先だつは莫し。故に時に於ては春と為 、人に於ては則ち仁と為して 衆善 長なり。亨は、生物の通ずるなり。物此に至れば嘉美ならざること莫し。故 時 於ては夏と為し、人に於ては則ち礼と為して、衆美 會するなり。利 、生物の遂ぐるなり。物各おの宜しきを得 、相妨害せず。故に時 於ては秋と為し、人 則ち義と為して、其の分 和を得るなり。
貞は、生物の成るなり。実理具備し、在るに隨ひて各おの足る。故に時に於ては冬と為し、人に於ては則ち知と為して、衆事の幹と為す。幹は木の身にして、枝葉の依 て以て立つ所の者なり
。
（五十三）
」
という長い注を付け いる。この違いについて朱子は、 「其の文義は文王の旧に非らざる者有り 雖も 然れども読者各お 其の意を以之を求むれば、 則ち並行して悖らざるなり
。
（五十四）
」 と述べっている。 「仁」 「義」
「礼」 「知」 （つまり 「智」 ） は即ち万物や人間の 「性」 であ
り
（五十五）
、即ち万物や
人間が陰陽から受け取った陰陽に備わっている 「理」 「太極」 「道」 である。
　　　
六
朱子のいう「窮理」には「読書窮理」と「格物窮理」との二つの内
容があり、 「読書窮理」は即ち儒教の経典を読むことによっ 聖人の経験や体験を知り、そしてその聖人の経験や体験から人の生き 道理を理解するということである。だから、 『易』を読むこと つまり、 『易』に書かれてい 内容から人の生きる道理（ 「徳」 「性」 ）を読み取ることである。『易』という書は、伏羲の「易」と文王の「易」及び孔子の「易」という三つの内容で構成されて ると朱子は言う。伏羲の「易」は即ち六十四卦の「象」であり、卦の名称が伏羲 時に既に存在していたかどうかは不明であるが為に、六十四卦の「象」に備わっている道理
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を見ようとすれば、実際、卦辞の中の「卦の徳を以て卦名を釈く」部分を切り取ってその内容を見るほかに方法がないのである。
文王の「易」については、 文王の卦辞（文王の「易」 ）と周公爻辞（周
公の 「易」 ） で構成されるものとされている。その内容を理解するには、実際、文王の卦辞と周公爻辞を二分してそれぞれ 内容を見るほうが理解しやすいとされている。文王の 「易」 は 「 の徳を以て卦辞 釈く」部分を見るのであるが、周公の「易」は、三百八十四爻を三百八十四の人の事として読む である。爻辞は、特定 人の事について説かれたも のように えるが、そ 言葉に含まれ いる道理はほかの人事にも適用できるものであって、決し 限定的なも ではない。だから、爻辞には現在 社会生活にもまだ適用でき 道理が多く含まれているのである。
孔子の「易」は伝、つまり「十翼」とも言われている部分である。
孔子の「易」は全部道理を説くものだと朱子は言う 実際、 を説く部分は繋辞伝であり、繋辞伝 朱子注には朱子哲学 生成論に関するものが多く含まれていて 『易』 繋辞伝が 哲学の生成論の形成に大いに影響したので ないかと思われる であ 。注：一、
 
『経学歴史』 （皮錫瑞著、 台湾藝文印書館印行、 一九七四年） には 「経学開闢時代、断自孔子刪定六経為始。 」 （一頁）とあり、この文に
付けた注には 「六経或称六芸、専指詩、書、礼、楽、易、春秋六者。楽今不伝、故去其一而曰五経。 」 （三頁） とある。
二、
 
『経学歴史』 （前掲）には「読孔子所作之経、当知孔子作六経之旨。孔子有帝王之徳而無帝王之位、晩年知道不行 退而刪定六経、以教万世。其微言大義実可為万世之準則。後之為人君者、必遵孔子之教、乃足以治一国。所謂循之則治、違之則乱 後之為士大夫者、亦必遵孔子之教、 乃足以治一身。所謂君子修之則吉、 小人悖之則凶。此万世之公言 非一人之私論也。 孔子之教何在。 即在所作六経之内。故孔子為万世師表 六経即万世教科書 惟漢人知孔 維世立教之義、 故謂孔子為漢定道、 為漢制作。当時儒者尊信六経之学可以治世孔子之道可為弘亮洪業、賛揚迪哲之用。朝廷議礼 議政、無不引経。公卿大夫士吏、無不通一芸以上。 」 （九頁）とあり、この文につけた注には 「按漢自武帝後、 以経取士 故公卿 夫士吏無不通 。一芸即一 」 （一一頁） とある。
三、
 筆者は、長年に渡って朱子哲学の研究に力を注ぎ、いままでは既に、 「朱子の 「太極」 と 気」 （岡山大学 『大学教育研究紀要』 第七号、二○一一年） 、 「朱子の「神」 」 （岡山大学『大学教育研究紀要』第八号、 二 心 京都 中國思想史 』第三十四號、二○ 三年） 、 朱子の 「理」紀要』第十号 四 情研究 一号、二○一五年） 、 「朱子の 変化気質」 」 （ 岡山大学大学院社会文化学科研究科紀要』 第四三号、二○一七年） 、 「朱
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子の「君子」 」 （ 『岡山大学大学院社会文化学科研究科紀要』第四四号、二○一七年） などの論文を発表した。
　　
 朱子の『易』学についての論考には、 『朱子『易』注考源』 （趙文源著、北京：語文出版社、二○一五年） 、 「坊刻周易本義の考察より原本本義の成立年代に及ぶ」 （戸田豊三郎著、広島 文学部紀要二三 （一） 、一九六四年） 、 「朱子の易経観と周易本義の特質」 （戸田豊三郎著、広島大学文学部紀要二六 一） 、一九六六年） 、 「朱子の周易本義について」 （小宮厚著、九州大学中国哲学研究会 中国哲学論集』 六、 一九八○年） などがある。 「坊刻周易本義の考察より原本本義 成立年代 及ぶ」には『周易本義』の成立年代について「朱子六十五歳頃のものと考えられる」 （八二頁）と言う。 「朱子の易経観と周易 特質」には朱子哲学に関する論述が見られるが（第六節） 、ただ、 「形而下とは形を成して目に見える物質的なものの謂である」という観点をもって、 のいう「鬼神」に対して「而も鬼神は視れども見えず 聴けども聞えぬ。之を果して形而下の者と言えようか。 」と論じたこの部分が問題である。朱子のいう 「鬼神」 は気であり形而下のものであるが、この気は極め 清らかな気で、凝固しても目に見える物質を構成しない のである。詳しくは拙稿 朱子の 「神」 」 （前掲） を参照。
四、
 本稿では、 『朱子全書』 （全二七冊、朱傑人、厳佐之、劉永翔主編上海古籍出版社、二〇〇二年） を用い （以下では 『全書』 ） 、 『周易義』 は 『全書』 に所収のテキスト るが 以 では 『本義 ） 『朱
子語類』 は中華書局の標点本 （全八冊、宋・黎靖徳編、王星賢点校、一九九四年） を用いる （以下では 『語類』 ） 。
　　
 
「経学」 としての 『易』 研究には、幾つかの伝統的な研究テーマがある。 『経学通論』 （皮錫瑞著、一九八九年、中華書局出版）にはその研究テーマを幾つか挙げている。例えば、 「論変易不易皆易之大義」 、 「論重卦之人当従史遷楊雄班固王充以為文王」 、 「論卦辞文王作爻辞周公作皆無明拠当為孔子所作」 、 「論宋人図書之学亦出於漢人而不足拠 等々がそれである。朱子 『周易本義』 の 「周易上経第一」 の冒頭で 「周 代名也。易、書名也。其卦本伏羲所畫、有交易、変易之義、故謂之易。其辞則文王、周公所繋、故繋之周。以其簡袠重大、故分為上下両篇 経則伏羲之畫、文王、周公之辞也。并孔子所作之伝十篇、凡十二篇。中間頗為諸儒所乱。近世晁氏始正其失、而未能尽合古文。呂氏又更定、著為経二巻 伝十巻、乃復孔氏之旧云。 」 （ 『全書』 第一冊、 三〇頁） と述べ、 卦の図像の作者、卦辞の作者、爻辞の作者 伝 （ 「十翼」 ） の作者などに いての 『易』研究者の間 （特に今文学派と古文学派） での論争に対して自分の態度や立場を明示したのである。 『経学通論 の「 卦辞文王作爻辞周公作皆無明拠当為 子所作」 には 「錫瑞案拠孔疏之説、文王 卦爻辞、及文王作卦辞、周公作爻辞 皆無明文何拠、是非亦莫能決今拠西漢古義以断、則二説皆非是。 」 、 「然以爻辞為文 、止是鄭学之義。以爻辞為周公作、亦始於鄭衆賈逵馬融諸人、乃東漢古文家異説。若 今文家説 皆不如是。史遷楊雄班固王充但云
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王重卦、未嘗云作卦辞爻辞、当以卦爻之辞並属孔子所作。 」 （九頁）とあり、この論述によれば、朱子は 「古文学派」 の学説を継承したということになろう。
五、
 朱子の 「理」 については、拙稿 「朱子の 「理」 （前掲） を参照。
六、
 
「所謂致知在格物者、言欲致吾之知、在即物而窮其理也。 」 （ 『全書』第六冊、二○頁）
七、
 
「読書已是第二義。蓋人生道理合下完具、所以要読書者、蓋是未曽経歴見許多。聖人是経歴見得許多、所以写在冊上與人看。而今読書、只是要見得許多道理。及理會得了 又皆是自家合下元有底、不是外面旋添得来。 」 （ 『語類』 、一六一頁） また 「学問、就自家身己上切要處理會方是、那読書底已是第二義。自家身上道理都具、不曽外面添得来。然聖人教人、 須要読這書時 蓋為自家雖有這道理須是経歴過、方 。聖人説底、是他曽経歴過来。 」 （同上）などとある。朱子哲学では、 「学」 の第一義は 「居敬」 （ 「持敬」 また 「主敬」とも言う） であり、つまり 「窮理の過程においては常に思慮を集中させるとい 心的状態、及び牽強付会をしないという心構えを保つ」 ということである （拙稿 「朱子の 「君子」 前掲、一三頁） 。
八、
 
「所過者化、 只是身所経歴處、 如舜耕歷山、 陶河濱者 也。 」 （ 『語類』 、一四三九頁） 。 「経歴」 は、 ここ 「経験 や 「体験」 の意 思われる『孟子集注』 には 「君子、聖人之通称也。所過者化 身所経歴之處、即人無不化、 如舜之耕歴山而田者遜畔 陶河濱而器不苦窳也。 」 （ 『全書』第六冊、四二九頁）とあり、 『語類』には「舜少年耕稼陶漁 也
事事去做来、所以人無縁及得聖人。 」 （九五九頁）とある。 『孟子』公孫丑上には 「大舜有大焉、善與 同、舍己従人、楽取於人以為善。自耕稼陶漁、以至為帝、無非取於人者。 」とあり、これに対して朱子は 「舜之側微、耕于歴山、陶于河濱、漁于雷沢。 」 （ 『全書』 第六冊、二九一頁） と注している。
九、
 
「其衰世之意邪。伏羲畫卦時、這般事都已有了、只是未曽経歴。到文王時、世変不好、古来未曽有底事都有了、他一一経歴這崎嶇万変過来、所以説出那卦辞。如箕子之明夷 如入於左腹 獲明夷之心、 於出門庭。此若不是経歴、 如何説得 」 （ 『語類』 、 一九五一頁）
十、
 
「易本卜筮之書、後人以為止於卜筮。至王弼用老莊解、後人便只以為理、而不以為卜筮 亦非。 」 （ 『語類』 、一六二二頁） 、 「今学者諱言易本為占筮作 須要説做為義理作。若果為義理作時、何不直述一件文字、如中庸、大学之書、言義理以曉人、須得畫八卦則甚。 」（同上）
十一、
 
「決大事也不敢不恁地兢謹。如遷国、立君之類、不可不恁地。若是其他小事、則亦取必於卜筮而已。然而聖人見得那道理定後、常不要卜。 」 （ 『語類』 、一六二五～六頁）
十二、
 
「易乃是卜筮之書、古者則藏於太史・太卜、以占吉凶、亦未有許多説話。及孔子始取而敷繹為文言・雜卦・彖・象之類、乃説出道理来。 」 （ 『語類』 、一六二六頁）
十三、
 
「看繫辞須先看易。 」 （ 『語類』 、一六二七頁） 、 「今人不看卦爻而看繫辞、 是猶不看刑統、 而看刑統之序例也、 安能暁。 」 （ 『語類』 、
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一六二二頁）
十四、
 
「想当初伏羲畫卦之時、只是陽為吉、陰為凶、無文字。某不敢説、竊意如此。 後文王見其不可暁、 故為之作彖辞。 或占得爻處不可暁、故周公為之作爻辞。又不可暁、故孔子為之作十翼、皆解当初之意。 」 （ 『語類』 、一六二二頁） 「故学易者須将易各自看、伏羲易自作伏羲易看、是時未有一辞也、文王易、自作文王易、周公易、自作周公易、孔子易、自作孔子易看。必欲牽合作一意看、不得 」（同上）
十五、
 
「六畫者、伏羲所畫之卦也。 」 （ 『全書』第一冊、三○頁） 。 「伏羲が六十四卦を画いた」を意味する叙述として 「易本図書而畫、故伏羲 次之。 」 （ 『語類』 二九頁） 、 「伏羲以前、不知如何占考。至伏羲将陰陽兩箇畫卦以示人 使人於此占考吉凶禍福。一畫為陽、二畫為陰、一畫為奇、二畫為偶、遂為八卦、錯綜為六十四卦、凡三百八十四爻。文王又為之彖 象以釈其義無非陰陽消長盛衰伸屈之理。 」 （ 『語類』 八八四～五頁） 、 「伏羲只因此畫卦以示人。若只就一陰一陽、又不足以該衆理、於是錯綜為六十四卦、三百八 爻。 」 （ 『語類』 、一六○六）などが挙げられるが、 「文王が卦を重ねる」については、 「須将 畫卦文王重卦、周公爻辞、孔子繫辞及程氏伝各自看、不要相乱惑、無牴牾處也。 」 （ 『語類』 、一六四六頁） 、 「八卦 畫 本為占筮。方伏羲畫卦時、 止有奇偶之畫、 何嘗有許多説話 文王重 作繇辞周公作爻辞、亦只是為占筮設。到孔子、方始説従義理去。 」 （ 『語
類』 、一六二二頁） などとある。
十六、
 
「看易、先看某本義了、却看伊川解、以相参考。如未看他易、先看某説、 却易看也。蓋未為他説所汨故也 」 （ 『語類』 、 一六五四頁） 、「問、伏羲始畫八卦、其六十四者、是文王後来重之耶。抑伏羲已自畫了耶。看先天図則有八卦便有六十四、疑伏羲已有彷彿之畫矣、如何。曰、周礼言三易経卦皆八、其別皆六十有四、便見不是文王漸畫。又問 然則六十四卦名是伏羲元有、抑文王所立。曰、此不可考。 」 （ 『語類』 、一六一九頁） 、 「今人読易、当分為三等、伏羲自是伏羲之易 文王自是文王之易、孔子自是孔子之易。読伏羲之易、如未有許多彖・象・文言 話、方見得易之本意、只是要作卜筮用。 八卦、那裏有許多文字言語 只 説八箇卦有某象、乾有乾之象而已。其大要不出於陰陽剛柔吉凶消長之理。然亦嘗説破、 只 使人知卜得此卦如此者吉 彼卦如此者凶。今人未曽明得乾・坤之象、便先説乾・坤之理、所以 得都無情理及文王周公分為六十四卦 添入 元亨利貞、 元亨利牝馬之貞、早不是伏羲之意、已是文王周公自説他一般道理了。然猶是就人占處説、如卜得乾卦 則大亨而利於正耳 及孔子繫易、作彖・象・文言、 則以元亨利貞 乾之 徳 又非文王之易矣。到得孔子、尽是説道理。 」 （ 『語類』 、一六二九～三○頁） 。
十七、
 
「易只是説象、 初未有後人所説許多道理堆賀在上面。蓋聖人作易、本為卜筮設。上自王公而下達于庶 、故曰以通天下之志、以定天下之業、 以断天下之疑。但聖人説象 則理在其中矣。 」 （ 『語類』
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一六三二頁）
十八、
 
「乾者、 健也、 陽之性也。 …。 故三奇之卦名之曰乾、 而擬之於天。 …。故乾之名、天之象、皆不易焉。 」 （ 『全書』 第一冊、三〇頁） 、 「坤者、順也、 陰之性也。…。此卦三畫皆耦、 故名坤而象地。重之又得坤、則是陰之純、 順之至、 故其名與象皆不易也。 」 （同上、 三二頁） 「震、一陽動於二陰之下、 故其徳為動 其 為雷。坎一陽陥於二陰之間、故其徳為陥、 為険。其象為雲 雨、 為水。 」 （同上、 三三頁） 「艮亦三畫卦名。一陽止於二陰 上 故其徳為止。其象為山三五頁） 、 「巽、亦三畫卦之名。 陰伏於二陽之下 故其徳為巽為入。其象為風、為木。 」 （同上 三九頁） 、 「兌、亦三畫卦之 。一陰見於二陽之上。 故其徳為説。 其象為沢。 」 （同上、 四〇頁） 、 「離、亦三畫卦之名 一陰麗於二陽之間。故其徳為麗、為文明。 象為火、為日、 電 」 （同上、四三頁）
十九、
 彖伝の注には、 「以 体釈卦名義」 （ 『全書』 第一冊 九○頁） 「以二体之象釈卦辞」 （同上） 、 「以卦象 卦徳釈卦名」 （同上、頁） 、 「以卦体釈卦辞」 （同上） 、 「以卦 釈卦名義 ） 、 「以卦体釈卦名義」 （同上、九三頁） 、 「以卦徳 体 辞「以卦変、卦徳釈卦名義」 （同上、九四頁） 、 「以卦名、卦体、卦徳、二象、卦変釈卦辞」 （同上、九五頁） などとある。
二十、
 
「動乎険中、大亨貞。 」 「以二体之徳釈卦辞。動、震之為也。険、坎之地也。 」 （ 『全書』第一冊、九一頁） 「震動在下、坎険在上是能動乎険中」 （同上、三四頁）
二十一、
 
「内険外止、 蒙之意也。故其名為蒙。 」 （ 『全書』 第一冊、 三五頁） 、「需、 待也。以乾遇坎、 乾健坎険、 以剛遇険、 而不遽進以陥於険待之義也。 」 （同上、三六頁） 「又為内険而外健、又為己険而彼健、皆訟之道也。 」 （同上、三七頁） 「又以坤遇震、為順以動。故其卦為豫。 」 （同上、四五頁） 「以二体言之、為此動而彼説、亦随之義。故為随。 」 （同上、四六頁） 、 「下卑巽而上苟止。故其卦為蠱。 」 （同上、四七頁） 、 「又内順外巽、而九五以中正示天下。所以為観。 」 （同上、四九頁） 、 「又以内乾剛健、外艮篤實輝光、是以能日新 徳。而為畜 大 五三頁）
二十二、
 
「巽順、 震動、 為巽而動。二体六爻、 陰陽相応。四者は皆理之常、故為恒。 」 （ 『全書』第一冊、六○頁） 、 「居険能動、則出於険之外矣、解之象也。 」 （同上、六六頁） 、 「為卦、損上卦初畫之陽益下卦初畫之陰、 自上卦而下於下卦、 故 益 六八「又為沢上於地、 万物萃聚之象 故為萃。 」 （同上 七一頁） 「豊大也。以明動、 盛大之勢也。 」 （同上、 七九 又下説以応上、上巽以順下、亦為孚義。 」 （同上、八四頁）
二十三、
 
「象者、 卦之上下両象、 及両象之六爻周公所繋之辞也 （ 『全集』第一冊、一○五頁） 、 「爻下之辞、如潛龍勿用、乃周公所繫之辞、以断一爻之吉凶 」 （ 『語類』 一六六四頁） 。また、 「彖謂卦 文王所作者。爻謂爻辞、 周公所作者 集 第一冊、一二五頁） ともある。
二十四、
 
「以兌遇乾、 和説以躡剛強之後、 有履虎尾而不見傷之象。 」 （ 『全
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集』第一冊、四一頁） 、 「為卦内文明而外剛健、六二中正而有応、則君子之道也。 」 （同上、四三頁） 、 「乾 離明、居尊応天、有亨道。 」 （同上、四四頁） 、 「又以坤遇震、為順以動 故其卦為豫。 」 （同上、四五頁） 、 「又内坤外艮 有順時而止之象。故占得之者 不可以有所往也。 」 （同上 五一頁） 、 「又内震外坤、有陽動於下而以順上行之象 故其占又為己之出入既得无疾、朋類之来亦得无咎 五二 「内巽外説、有可行之道 故利 所往、而得亨也。 」 （同上、五五頁）
二十五、
 
「又艮止則感之專、 兌説則応之至。 」 （ 『全集』 第一冊、 五九頁） 、 「蓋其為卦、上離下坤、有日出地上之象、順而麗乎大明之德。 」 （同上、六二頁） 、 「然以卦徳言之、内説而外明。 」 （同上、六五頁） 、「坎険兌説、 處険而説、 是身雖困而道 亨也。 」 （同上、 七二頁） 、「又以其内有文明之徳、而外有和説之気、故其占為有所更革、皆大亨而得其正 所革皆当 而所革之悔亡也。 」 （同上、 七四頁）「艮止而離麗於明、 故其占可以小亨 而能守其旅之正則吉 （同上、八○頁）
二十六、
 
「漢書、易本隠以之顕、春秋推見至隠。易與春秋、天人之道也。易以形而上者、説出在那形而下者上。春秋以形 下者説上那形而上者去。 」 （ 『語類』 一六七三頁） 、 「須是以身体 。且如六十四卦、須做六十四人身上看。三百八十四爻、又做三百八十四人身上小底事看 易之所説皆是假説 不必是有恁地事。假設 此、 則如此。假設如彼、 則如彼。假説有這般事来、
人處這般地位、便当恁地応。 」 （ 『語類』 、一六七二頁）
二十七、
 これについては、 「如他経、 先因其事、 方有其文。如書、 言尭・舜・禹・成湯・伊尹・武王・周公之事 有許多事業、方説到那裏。若無那事、亦不説到那裏。易則是箇空底物事、未有是事、預先説是理、 故包括得尽許多道理。看人做甚 、 皆撞著也。 」 （ 『語類』 、八八五～六頁） とある。
二十八、
 
「六爻不必限定是説人君。且如潜龍勿用、若是庶人得之、自当不用。人君得之、也当退避。見龍在田、若是衆人得、亦可用事。利見大 、如今人所謂宜見貴 之類。易不是限定底物。伊川亦自説、一爻当一事、則三百八十四爻只当得三百八十四事。説得自好。不知如何到他解、却恁地説。 」 （ 『語類』一六六五頁）
二十九、
 
「九二以剛陽為内卦之主、 統治群陰、 当発蒙之任也。 然所治既広、物性不斉、不可一概取必。而爻之徳剛而不過 為能有所 容之象。 」 （ 『全書』 第一冊、三五頁）
三十、
 
「在卦之初、 為師之始出。師之道、 当慎其始、 以律則吉、 不臧則凶。戒占者当謹始守法也。 」 （ 『全書』 第一冊、三八頁）
三十一、
 
「一陽居尊、剛健中正、卦之群陰皆来比己、顕其比而无私。如天子不合囲、開一面之網、来者 拒、去者不追 」 （ 『全書』第一冊、三九頁）
三十二、
 
「卦唯一陽、居下之上、剛而得正、上下所帰。有功労而能謙、尤人所難く。故有終而吉。 」 （ 『全書』 第一冊 四五頁）
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三十三、
 
「然亦必見悪人、然後可以辟咎。如孔子之於陽貨。 」 （ 『全書』第一冊、六五頁）
三十四、
 
「陽貨欲見孔子、孔子不見、帰孔子豚。孔子時其亡也、而往拜之、遇諸塗。謂孔子曰、来、予與爾言。曰、懐其宝而迷其邦、可謂仁乎。曰、不可。好従事而亟失時、可謂知乎。曰、不可。日月逝矣、
歲
不我與。孔子曰、 諾。吾将仕矣。 」 （ 『全書』 第六冊、
二一八頁）
三十五、
 
「陽貨是悪人、本不可見、孔子乃見之 亦近於詘身。却不知聖人是理合去見他、不為詘矣 到與他説話時、只把一両字答他、辞気温厚而不自失、非聖人断不能如此也。 」 （ 『語類』 、一一七七頁）
三十六、
 
「居信之極而不知変、雖得其貞 亦凶道也 故其象・占如此。鶏曰翰音、乃巽之象。居巽之極、為登于天。鶏非登天之物而欲登天、信非所信而不知変、亦猶是也。 」 （ 『全書』第一冊八五頁）
三十七、
 
「上下繫辞説那許多爻、直如此分明。他人説 分明便浅近。聖人説来却不浅近、有含蓄。 以分在上下繫、也無甚意義。聖人偶然去這處説、又去那處説 嘗説道 看易底不 理會道理、却只去理會 般底 譬如読詩者不去理會那四字句押韻底、却去 會十五國風次序相似。 」 （ 『語類』 、一八七五頁）
三十八、
 
「童子問曰、繋辞非聖人之作。曰、何独繋辞而已。自文言・説卦下、皆非聖人之作、衆 淆乱、亦非一人之言也。 」 （ 『
童子問』 巻三）
三十九、
 
「嘗謂伏羲畫八卦、 只此数畫、 該畫天下万物之理。陽在下為震、震、動也、在上為艮、艮、止也。陽在下自動、在上自止。欧公却説繫辞不是孔子作、所謂書不尽信、言不尽意者非。蓋他不會看立象以尽意一句。惟其言不尽意、故立象以 之。学者於言上 得者浅 於象上會得者深。 」 （ 『語類』 、一六四○頁） 。『易』 繋辞上伝に 「子曰、書不尽言、言不尽意。然則聖人之意、其不可見乎。子曰、聖人立象以尽意、設卦以尽情偽。 」 とあり、これに対して朱子は、 「両子曰字、疑衍其一。蓋子曰字皆後人所加。故有此誤。如近世通書、乃周子所自作、亦為後人每章加以周子曰字。其設問答處 正如此也。 」 （ 『全集』第一冊、一三四～五頁） という見解を示している。
四十、
 
「十翼皆夫子所作、不応自著子曰字、疑皆後人所加。 」 （ 『全集』第一冊、一二八頁）
四十一、
 
「一陰一陽之謂道。 」 「陰陽迭運者、 気也。 其理則所謂道。 」 （ 『全集』第一冊、一二六頁） 、 「是故易有太極。是生両儀。 」 「一每生二、自然之理也。易者陰陽之変。太極者其理也 両儀者始為一画以分陰陽。 」 （同上、一三 ～四頁）
四十二、
 
「道具於陰而行乎陽。継、 言其発也。善、 謂化育之功、 陽之事也。成、 言其具也。性、 謂物之所受。言物生則有性、 而各具是道也陰之事也。 」 （ 『全書』 第 冊 二六頁）
四十三、
 
「動者陽之常、静者陰之常。 」 （ 『全書』 第一冊、一二三頁）
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四十四、
 
「陰陽迭相推盪、而陰或変陽、陽或陰化。 」 （ 『全書』第一冊、一二四頁）
四十五、
 
「陰生陽、陽生陰、其変無窮。 」 （ 『全書』 第一冊、一二七頁）
四十六、
 
「此変化之成象者」 、 「此 化之成形者」 （ 『全 冊、一二三頁）
四十七、
 
「天地者、陰陽形気之実体。 」 象者、日月星辰之属。形者、山川動植之属。 」 （ 『全書』 第一冊、一二三頁）
四十八、
 
「易之所有、 陰陽而已。凡陽皆乾、 凡陰皆坤。 」 （ 『全書』 第一冊、一二五頁） 、 「知猶主也。乾主始物、而坤作成之。 」 、 「乾健而動、即其所知便能始物而无所難、故為以易而知太始。坤順而静、凡其所能、皆従乎陽而不自作、故為以簡而能成物。 」 、 「陽之軽清未形 而陰之重濁有迹也。 」 （同上、一二四頁）
四十九、
 
「蓋天之形雖包於地之外、而其気常行乎地之中也。易之所以広大者以此。 」 （ 『全書』 第一冊、 七
五十、
 
「陰精陽気聚而物成、神之申也。魂游魄降散而為変、鬼之帰也。 」（ 『全集』 第一冊、一二六頁）
五十一、
 
「易者、陰陽而已、幽明・死生・鬼神皆陰陽之変 天 の道 」（ 『全書』 第一冊、一二六頁）
五十二、
 
「元、大也。亨 通也。利、宜也。貞、正固也。文王以為乾道大通而至正。 」 （ 『全書』 第一冊、三○頁）
五十三、
 
「元者、 生物之始、 天地之徳莫先於此、 故於時為春、 於人則為仁而衆善之長也。亨者、生物之通、物至於此莫不嘉美 故於時
為夏、於人則為礼、而衆美之會也。利者、生物之遂、物各得宜、不相妨害、故於時為秋、於人則為義、而得其分 和。貞者、生物之成 実理具備、隨在各足、故於時為冬 於人則為知、而為衆事 幹。幹 木之身、枝葉所依以立者也。 」 （ 『全書』第一冊 一四六頁）
五十四、
 
「雖其文義有非文王之旧者、然読者各以其意求之、則並行而不悖也。 」 （ 『全書』 第一冊、九一頁）
五十五、
 
「朱子の 「理」 」 （前掲） を参照。
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